
令和６年能登半島地震で活躍するリエゾン

○地震発生直後から、石川県庁や輪島市、珠洲
市等の被災自治体にリエゾンを派遣し、自治
体の被災情報や支援ニーズを把握し、支援調
整を実施。

○得られた情報を災害対策本部に速やかに報
告し、迅速な自治体支援につないでいる。

リエゾン派遣人数：
４県８市４町へ 延べ1,024人・日

※ 令和6年1月22日 9：00時点

リエゾン

市町村長へ支援ニーズの確認
（石川県珠洲市）

避難所へ照明車からの電源支援
（石川県珠洲市）

物資支援、被災状況調査等の自治体支援

災害対策本部
（TEC-FORCE総合司令部）

関係機関との情報共有
（石川県能登町）

TEC-FORCE（国土交通省緊急災害対策派遣隊）

○リエゾン（災害対策現地情報連絡員）は、被災地方公共団体の被害状況や支援ニーズを把握し、被災地整等災害対策本部に情報伝達を
行うほか、被災地整等からの情報や TEC-FORCE 等の支援メニュー等に関する情報提供。 

○被災地で活動する様々な災害対応機関と連絡調整を行うとともに、必要に応じた臨機の対応。
○警察・消防・自衛隊等の人命救助にあたる各機関との情報共有、政府への対応、被災地方公共団体への高度な技術的助言等。

リエゾンとは

令和６年能登半島地震でのリエゾンの活動

リエゾンの情報により、迅速な自治
体支援につながっている。

給水機能付散水車による給水支援
（石川県能登町）

被災状況等の確認
（石川県輪島市）

災害対策本部会議への参加
（石川県輪島市）

道路の被災状況調査
（石川県輪島市）

各自治体への物資支援
（金沢河川国道事務所）



令和６年能登半島地震で活躍するリエゾン

■リエゾン活動事例1（珠洲市）

リエゾンが珠洲市長から支援
物資の要望を聞き取り、仮設ト
イレの設置を、災害協定に基づ
き、日本建設業連合会に依頼し
珠洲市市役所等に設置した。

能登半島地震におけるリエゾンの具体的な活動事例

■リエゾン活動事例3（能登町）

平時に国土交通省が支援でき
る内容を自治体にお知らせして
いることもあり、能登町職員等
からリエゾンに給水支援の要請
があり、国土交通省が所有する
給水機能付き散水車を能登町
に派遣し、飲料水として住民へ
の支援を行った。

仮設トイレ（珠洲市役所）
給水支援（能登町）

1/3 珠洲市から要請
1/4 設置開始

1/5 能登町から要請
1/6 給水支援開始

■リエゾン活動事例2（穴水町）

リエゾンが穴水町職員等から
支援物資集配所の電源要望を
聞き取り、発動発電機を災害協
定に基づき、日本機械レンタル
協会に依頼し支援物資集配所
に設置した。

発動発電機の設置（穴水町）

1/4 穴水町から要請
1/5 設置開始



令和６年能登半島地震で活躍するリエゾン

能登半島地震におけるリエゾンの具体的な活動事例

■リエゾン活動事例6（奥能登3市町）

各自治体より道路補修（段差、
クラック、倒木等）のニーズがある
ことから、リエゾンを通じて調査・
調整を行い、災害協定に基づき、
富山・新潟県建設業協会に珠洲
市・能登町・穴水町の道路補修に
ついて要請し補修を実施中。

■リエゾン活動事例5（穴水町）

穴水町職員が罹災証明手続
きを開始するために、市役所庁
舎敷きの段差、クラック補修の
資材（採石）搬入についてリエゾ
ンに相談。災害協定に基づき、
石川県建設業協会に資材搬入
ついて要請し、穴水町に搬入し
た。

道路補修（珠洲市内）資機材搬入による補修箇所（穴水町役場）

1/7 穴水町から要請
1/8 資材（採石）搬入

1/8 要望確認・箇所調整
1/9 派遣準備
1/10 現地移動
1/11 現地着手

■リエゾン活動事例4（輪島市）

リエゾンが輪島市から停電エリ
アの避難所の情報を入手し、輪
島市に国土交通省が所有する照
明車を電源車として使用できるこ
とを提案し、資源エネルギー庁が
実施する電源支援の電源車が到
着するまでの間の電力供給を
行った。資源エネルギー庁の電
源車が来ない避難所に対しても、
要望に臨機に対応している。

電源支援（輪島市浦上公民館）

電力電源車
照明車

1/6 輪島市と調整開始
1/7 電源支援開始
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